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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を

清
々
し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
新
元
号
「
令
和
」
に
改
め
ら
れ
、
新
し
い

時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
あ
わ
ら
市
に
お
き
ま
し
て
も
心
機

一
転
、
気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
春
の
北
陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
開
業
ま
で
３
年
余

り
と
な
り
、
市
内
の
随
所
で
槌つ
ち

音お
と

が
響
き
、
高
架
橋
や
ト
ン
ネ

ル
、
駅
舎
の
整
備
な
ど
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
新
幹
線
開
業
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
国
内
外

か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
策
定
し
た

「
和
心
あ
ふ
れ
る
国
際
的
な
感か
ん
幸こ
う
地ち

」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
観

光
振
興
戦
略
の
下
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
観
光
拠
点
の
整

備
、
魅
力
発
信
の
強
化
、
外
国
人
誘
客
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
も
併
せ
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
今
後
、
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
の
支
援
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
移
住
・
定
住
に
向
け
た

取
り
組
み
や
ふ
る
さ
と
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も

が
住
み
、
生
み
、
育
て
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
近
年
の
多
発
す
る
台
風
や
豪
雨
、
豪
雪
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
防
災
対
策
を
強
化
し
、
各
集
落
や

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
わ
ら
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
の

共
催
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
２
０
２
０
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
小

倉
百
人
一
首
か
る
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
、
５
月
に
競

技
か
る
た
の
「
あ
わ
ら
世
界
大
会
」
を
「
第
52
回
全
国
女
流
選

手
権
大
会
」
と
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。
世
界
の
約
15
の
国
や

地
域
か
ら
多
く
の
選
手
や
関
係
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、「
競
技
か
る
た
の
聖
地
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
新

た
に
迎
え
た
こ
の
１
年
も
、
10
年
先
、
20
年
先
を
見
据
え
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
笑
顔
で
元
気
に
暮
ら
す

「
誰
も
が
と
き
め
く 

あ
わ
ら
市
！
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
わ
ら
市
長
　
　
佐
々
木
　
康
男

新
春
の

ご‌
あ‌

い‌

さ‌

つ

第
3
回
ま
ち
・
む
ら
と
き
め
き
セ
ミ
ナ
ー

地
域
資
源
活
用
セ
ミ
ナ
ー

「
地
域
の
恵
み
を
活
か
す

感か
ん
幸こ
う
地ち

を
目
指
し
て
」

　
足
元
に
あ
る
地
域
資
源

を
掘
り
起
こ
し
、「
あ
わ

ら
な
ら
で
は
」
の
高
付
加

価
値
を
付
け
、
人
を
引
き

付
け
る
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
方
法
や
、
観
光

を
通
し
て
、
住
む
人
も
来

る
人
も
幸
せ
に
す
る
「
感

幸
地
あ
わ
ら
」
に
す
る
に

は
ど
う
し
ら
た
い
い
か
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　き　２月９日（日）
13 時 30 分～ 15 時 30 分

ところ　グランディア芳泉
５階グランディアホール

参加費　無料
定　員　先着 250 人
申込み　【期限】１月 31 日（金）

申込み　総務課　行政 G　☎ 73-8004 　　73-1350 　　machimura@city.awara.lg.jpFAX ▲ QR コードからも
申し込み可能

　1997 年、有限会社菊乃設立、代表取
締役就任。観光業のあるべき姿を見直
し、地産地消を基本に旅館海月の経営を
開始。2001 年、㈲オズを設立、離島を
フィールドに自然や生活文化を通して環
境と観光、教育と環境を一体化させたエ
コツアー「海島遊民くらぶ」を展開。
　現在、観光や環境に関わる行政委員や、
地元の伊勢志摩国立公園及び鳥羽市のエ
コツーリズム推進協議会会長、観光協会
副会長を務め、次世代のリーダー・人材
育成・地域全体での資源活用のあり方を
研究しながら実践するとともに、各地の
地域の活性化に取り組んでいる。

講
　
師
　

有
限
会
社
オ
ズ
（
海
島
遊
民

く
ら
ぶ
）
代
表
取
締
役 

ほ
か

江え

崎ざ
き　
貴き

久く 

氏

　限定運転とは、交通事故の危険を避けるため、自らが運転する ｢時間帯｣ や ｢場所｣
などを限定して安全運転を続けていくものです。これから雨や雪で足元の悪い日が多
くなります。路面が凍結している、天候が悪いなど運転が不安な日は、自らの運転を
控え、｢乗合タクシー｣ で外出してみませんか。
　乗合タクシーの詳細は次のとおりです。登録証を持っていて、まだ利用したことが
ない人も、この機会にぜひご利用ください。
　なお、乗合タクシーの利用には、事前申請の上、登録証の発行が必要です。（無料）

乗合タクシーを利用して ｢限定運転｣ を始めてみませんか？

申請場所　生活環境課、市民課芦原分室、各公民館
運行日時　月曜日～土曜日　８時～ 17 時
運行区間　市内の停留所から停留所まで
利用方法　

利用料金　
市内一律料金。複数の乗車で安くなります。

※ 65 歳以上の人は、福井県公安委員会発行の ｢申請に
よる運転免許の取消通知書｣ のコピー、または「運
転経歴証明書」を持参すると 100 円引きになります。

（３人以上の乗車の場合は適用外）

問合せ　生活環境課　☎ 73-8017

区　分 １人乗車 ２人乗車 ３人以上乗車
大人 600 円 300 円 200 円

・65 歳以上
・小学生
・各種障害者手帳

を持っている人

400 円 200 円 100 円

芦原温泉駅西口駅前広場外観イメージ

①
登録申請が
まだの人は
申請し、登
録証を発行
する。

②
乗車したい日
に電話予約。

（必ず事前予
約が必要）

③
指定された
時間に停留
所 で 待 ち、
乗車する。
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